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自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし

ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

元気で働き,､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく

りましょう
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建
設
中
で
あ
っ
た
高
萩
中
学
校
校
舎

が
、
Ⅷ
月
７
日
完
成
し
学
校
に
引
渡
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し

て
鯛
年
、
月
泌
日
着
工
さ
れ
、
卵
年
、

月
妬
Ｈ
完
成
を
目
標
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
加

日
も
早
く
引
渡
し
に
な
り
ま
し
た
。

建
設
費
は
、
総
額
２
億
７
，
７
４
５

万
３
，
０
０
０
円
で
、
国
庫
補
助
８
，

２
５
４
万
３
，
０
０
０
円
、
教
育
債
１

億
４
，
４
８
５
万
９
，
０
０
０
円
、
一

般
財
源
５
，
０
０
５
万
１
，
０
０
０
円

と
な
っ
て
お
り
教
育
債
１
億
４
，
４
８

５
万
９
，
０
０
０
円
は
、
郵
政
省
簡
易

保
険
の
還
元
融
資
に
よ
っ
て
行
な
れ
た

も
の
で
す
。

建
築
面
積
は
、
３
，
３
４
２
平
方
メ

ー
ト
ル
あ
り
普
通
教
室
型
、
特
殊
学
級

用
教
室
２
、
昇
降
口
、
購
買
部
と
な
っ

て
お
り
４
階
屋
上
か
ら
は
、
市
内
を
一

望
で
・
き
る
す
ば
ら
し
い
環
境
の
中
に
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
副
年
か
ら
記
年
に
か
け
て
管

理
、
特
別
教
室
棟
（
玄
関
、
校
長
室
、

職
員
室
、
更
衣
室
、
教
材
室
、
放
送
室

特
別
教
室
皿
な
ど
）
２
，
９
６
３
平
方

メ
ー
ト
ル
を
建
設
す
る
計
画
が
た
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
新
校
舎

奇

市
営
駐
車
場
ご
利
用
の

皆
さ
ん
へ

最
近
車
の
増
加
に
伴
い
、
市
営
駐

車
場
の
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

市
営
駐
車
場
は
、
ほ
と
ん
ど
満
車
の

状
態
で
す
。
駐
車
場
に
よ
っ
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
時
間
規
制
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

水
戸
信
用
金
庫
脇
駐
車
場
は
、
２
時

間
大
和
町
駐
車
場
は
３
時
間
で
す
が
、

時
間
を
守
ら
ず
一
日
駐
車
し
て
あ
る
車

が
あ
り
ま
す
の
で
駐
車
時
間
に
つ
い
て

は
一
人
一
人
が
守
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
駅
東
駐
車
場
２
時
間
、
駅
前

駐
車
場
は
訓
分
で
す
。
こ
の
駐
車
場
は

公
安
委
員
会
が
指
定
し
た
も
の
で
、
こ

れ
に
連
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
か
ら

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

駐
車
の
際
は
、
所
定
の
位
置
に
駐
車

し
、
交
通
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
協
力

し
て
く
だ
さ
い
・

大
型
車
や
整
備
不
良
車
な
ど
は
、
お

か
な
い
よ
う
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

三
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義
務
教
育
は
明
治
五
年
に
施
行
さ
れ
た
政
治
家
は
、
立
派
で
あ
り
、
偉
つ
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
高
塚
川Ⅲ

明
治
維
新
直
後
の
史
上
最
高
の
困
難
な
た
だ
、
た
だ
、
頭
の
下
る
思
い
が
し
を
清
原
と
改
姓
し
、
謙
虚
に
、
し
か
も
川

経
済
の
時
代
で
し
た
。
ま
す
。
現
時
点
も
大
き
な
転
換
期
を
思
誠
意
と
情
熱
を
も
っ
て
こ
の
重
責
を
、
川Ⅲ

昭
和
二
十
二
年
に
六
・
三
・
三
・
四
制
わ
せ
る
現
在
の
低
経
済
成
長
の
時
代
で
そ
し
て
そ
の
間
に
あ
っ
て
自
己
の
抱
懐
川

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
た
、
敗
幸
に
し
て
市
長
を
は
じ
め
為
政
者
の
方
す
る
も
の
を
少
し
ず
つ
果
し
て
ゆ
き
た
Ⅲ

い
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
も
す
べ
て
市
民
川

誠
意
と
情
熱
を
も
っ
て
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
指
剛

導
が
な
く
て
は
不
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
Ⅲ

戦
直
後
の
荒
廃
し
た
国
土
（
ス
イ
ト
ン

サ
ッ
マ
イ
モ
を
主
食
と
す
る
）
の
中
で

現
れ
な
い
巨
大
な
金
の
か
か
る
義
務
教

育
か
三
年
延
長
さ
れ
た
の
で
す
。
何
十

年
先
を
見
通
し
、
幾
多
の
非
難
と
悪
条

件
を
克
服
大
英
断
を
も
っ
て
実
行
し

畿鷲

市
民
体
育
館
、
Ⅲ
月
か
ら
幕
開
け

新
教
育
長
清

灸
が
、
教
育
費
に
最
大
の
予
算
を
計
上

し
「
教
育
優
先
」
を
目
途
と
し
、
実
践

さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
本
当
に
あ
り

が
た
い
こ
と
と
畏
敬
の
念
あ
る
の
み
で

す
。
私
は
十
月
一
日
付
を
も
っ
て
教
育
長

、
》
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程 二

中央公民館の隣に建設中であった市民体育館が、今

年2月24日に着工し、市民の体育、 レクリエーション

などの中心施設として10月31日完成しました。

市民の象なさんに広く活用されることを期待してお

ります。

Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
１
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
５
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
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嵩

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
心

こ
の
体
育
館
は
、
鉄
筋
鉄
骨
コ
ン
ク

リ
ー
ト
一
部
二
階
建
て
と
な
っ
て
お
り

一
階
は
、
北
側
を
玄
関
に
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
な
ど
の
コ
ー
ト
と
更
衣
室
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
な
ど
、
二
階
は
、
柔
道
、

剣
道
ト
レ
ー
’
一
ン
グ
・
ル
ー
ム
、
会
議

室
、
放
送
室
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
講
演
会
や
演
芸
な
ど
の
催
し

が
で
き
る
よ
う
一
階
南
側
に
ス
テ
ー
ジ

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
費
総
額
１
億
７
，
０
０
０
万
円

で
、
年
金
積
立
金
還
元
融
資
を
受
け
て

体
育
と
文
化
の
向
上
に
前
進
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い
ま
す
。
総
面
積
１
，
９
９
７
．
２
平

方
メ
ー
ト
ル
で
特
に
、
身
体
障
害
者
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
一
階
の
入
り
口

が
ス
ロ
ー
プ
に
な
っ
て
お
り
、
ト
イ
レ

な
ど
も
車
イ
ス
で
自
由
に
使
用
で
き
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
完
成
さ
れ
た
体
育
館
で
ｎ
月
２
日
市

民
音
楽
祭
、
３
日
に
は
、
午
前
加
時
か

ら
関
東
大
学
一
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
で
決
勝
ま
で
残
っ
た
法
政
対
中
央
の

模
範
試
合
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

高萩市民体育館使用料金

ｎ
月
過
日
午
前
、
時
か
ら
、
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
結
成
扣
周
年
記
念
行
事

尚と
し
て
「
老
人
福
祉
大
会
」
が
あ
り
、

功
労
者
、
長
寿
者
（
銘
歳
該
当
者
）
な
ど

卿
名
を
表
彰
し
、
午
後
演
芸
や
舞
踊
な

ど
が
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
迦
日
か
ら
溺
日
ま
で
は
、
こ

Ｈ
１
一
円

－－
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の
体
育
館
と
中
央
公
民
館
や
、
春
日
児

童
公
園
な
ど
で
文
化
祭
行
事
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
美
術
、
書
道
、
写
真
、
手

芸
、
華
道
な
ど
総
合
展
示
が
催
さ
れ
ま

す
。
申
込
み
や
使
用
に
つ
い
て
は
、
体

育
館
受
付
麓
③
２
５
５
２
へ
ど
う
ぞ
。

▼
場
所
市
民
体
育
館

○
総
合
展
示
、
月
証
日
か
ら
泌
日

美
術
、
書
道
、
手
芸
、
写
真
、
華
道

俳
句
、
編
物

○
発
表
会
ｎ
月
霊
日

剣
舞
、
吟
詠
、
茶
道

○
不
用
品
交
換
ｎ
月
那
日

▼
場
所
中
央
公
民
館

○
短
歌
大
会
、
月
露
日

○
展
示
ｎ
月
虹
日
ｌ
溺
日

短
歌

○
展
示
ｎ
月
配
Ｂ
ｉ
型
日
↓

盆
栽
、
皐
月

○
民
謡
、
川
柳
ｎ
月
濁
日

▼
場
所
春
日
児
童
公
園

○
菊
花
展
示
ｎ
月
４
日
ｌ
晦
日

文
化
祭
の
行
事

’
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外
６
会
場
で
行
な
わ
れ
、
参
加
帥
チ
ー
結
果
、
決
勝
戦
で
ロ
ー
ト
ル
ズ
が
高
水
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

東
、
肥
前
チ
ー
ム

ム
が
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
各
チ
ー
ム
ク
ラ
ブ
を
破
り
優
勝
、
三
位
ま
で
に
そ

れ
ぞ
れ
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
楯
が
贈
ら
れ
ま

加
月
廻
日
高
萩
中
体
育
館
に
お
い
て

毎
Ｆ
三

恥

ロ

、
ｆ
Ｐ．
）

か

可
費

（
面
積
２
９
．
７
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

造
成
中
の
グ
ラ
ン
ド
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山
中
周
二
（
フ
ア
ー
ザ
ー
ズ
）

ロ
ー
ト
ル
ズ
が
優
勝
熊
田
恒
男
（
ク
マ
ー
ズ
）

○
打
撃
賞

第
３
回
市
長
杯
野
球
大
会

杉
田
誠
一
（
高
水
ク
ラ
ブ
）

二
位
高
水
ク
ラ
ブ
、
三
位
ク
マ
ー
ズ

、
月
即
日
か
ら
開
会
さ
れ
て
い
た
第
と
も
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

フ
ア
ー
ザ
ー
ズ

３
回
市
長
杯
野
球
大
会
は
、
市
営
球
場
て
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

二垣笙垣

蕊
‘ 市営球場での開会式

ー
ト
ル
ズ
６
対
１
高
水
ク
ラ
ブ

○
最
優
秀
選
手
賞

木
村
進
（
ロ
ー
ト
ル
ズ
）

○
敢
斗
賞
松
本
弘
文
（
ロ
ー
ト
ル
ズ
）

‐
覚
英
明
（
高
水
ク
ラ
ブ
）

○
殊
勲
賞
〕

代
理
申
請
閲
覧
は

か
な
ら
ず
委
任
状
を

税
務
関
係
の
諸
証
明
書
（
例
、
所
得

評
価
額
納
税
証
明
書
）
の
申
請
交
付
、

ま
た
は
、
台
帳
（
課
税
台
帳
、
名
寄
台

帳
）
の
閲
覧
は
原
則
と
し
て
自
分
名
儀

以
外
の
も
の
は
で
き
ま
せ
ん
。
（
地
方

税
法
翠
条
）
仕
事
の
都
合
で
、
本
人
以

外
の
代
瑚
人
の
方
が
交
付
申
請
又
は
閲

覧
す
る
と
き
、
必
ず
、
委
任
状
を
ご
持

参
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税

務
課
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

露
③
２
１
１
１
内
線
２
１
２

建
物
共
済
に

新
規
、
継
続
加
入
を

最
近
の
燃
料
事
情
は
、
大
巾
に
か
わ

り
、
石
油
、
ガ
ス
、
そ
し
て
電
気
が
ほ

と
ん
ど
を
し
め
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
お
住
い
が
も
し
不
幸
に
し

て
火
災
に
な
っ
た
ら
．
…
・
・
思
っ
て
み
た

だ
け
で
恐
し
く
な
り
ま
す
。

あ
な
た
が
毎
年
加
入
さ
れ
て
い
る
農

業
共
済
の
建
物
共
済
掛
金
が
、
・
８
月
１

日
か
ら
大
巾
に
安
く
な
り
、
大
き
な
補

償
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
規
．
お
よ
び
昨
年
加
入
さ
れ
た
建
物

共
済
の
継
続
は
、
万
一
に
そ
な
え
て
時

価
額
い
つ
ぱ
い
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
各
地
区
の
推
進
員
（

損
害
評
価
員
）
さ
ん
。

ま
た
は
、
農
林
課
共
済
係
鍵
側
２
１

里P

卵
年
度
の
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
は
９

月
訓
日
現
地
審
査
の
結
果
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

○
地
域
団
体
の
部

優
秀
賞
朝
日
子
供
会

優
良
賞
た
つ
ご
子
供
会

努
力
賞
関
口
子
供
会

″
台
高
萩
子
供
会

″
北
組
子
供
会

○
職
場
の
部

優
良
賞
高
萩
警
察
署

○
学
校
の
部

優
秀
賞
東
小
学
校

優
良
賞
秋
山
中
学
校

〃
ゞ
高
萩
中
学
校

努
力
賞
君
田
中
学
校

″
松
岡
小
学
校

１
１
内
線
２
６
０
へ
ど
う
ぞ

掛金と契約額
優
秀
賞
に

東
小
、
朝
日
子
供
会

花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

’

'一年間の掛金

17,000円

11,900円

8,500円

契約額
(共済金額）

1,000万円

700万円

500万円
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大
能
の
自
然
を
訪
ね
て

９
月
皿
日
、
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る

友
の
会
員
に
よ
っ
て
、
ナ
デ
シ
コ
、
ハ

ギ
、
オ
バ
ナ
、
ク
ズ
な
ど
の
秋
の
七
草

が
咲
き
乱
れ
る
大
能
牧
場
跡
地
を
訪
れ

附
近
の
自
然
の
素
晴
し
さ
と
当
時
、
牧

場
で
駒
が
ス
ス
キ
の
草
原
を
自
由
に
走

り
ま
わ
っ
て
い
た
姿
に
思
い
を
は
せ
会

員
一
同
、
改
め
て
郷
土
の
素
晴
し
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。

現
在
で
も
こ
の
牧
場
跡
地
に
は
、
駒

除
け
の
土
手
が
残
っ
て
お
り
、
当
時
の

全
国
農
業
会
議
所
主
催
に
よ
る
欧
州

農
業
事
情
視
察
に
、
９
月
８
日
よ
り
巧

日
問
、
団
員
総
数
理
名
で
、
本
県
か
ら

は
３
名
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
目
的
は
、
農
村
の
環
境
整
備

状
況
視
察
と
い
う
こ
と
で
７
カ
国
を
訪

問
し
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
は
、
広
大
な
台

地
の
中
で
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
農

経
営
を
し
、
家
族
経
営
で
鋤
へ
ク
タ
ー

ル
牧
草
地
を
も
ち
、
多
数
の
乳
牛
、
肥

育
牛
を
飼
い
、
麦
類
、
馬
鈴
薯
、
ビ
ー

ト
な
ど
の
経
営
で
し
た
。

農
地
の
規
制
は
古
く
か
ら
行
な
わ
れ

農
用
地
の
基
盤
整
備
に
よ
る
広
大
な
面

積
を
極
め
て
少
人
数
で
経
営
し
、
進
歩

し
た
機
械
化
農
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
し

１
Ｊ

ョ
－
ロ
ヅ
・
ハ
農
業
視
察
に

参
加
し
て

も
あ
る
ア
カ
マ
ッ
が
威
風
堂
殉
と
成
育

し
て
お
り
、
そ
れ
を
ゑ
て
い
る
と
歴
史

の
彼
方
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
そ
う

野
馬
捕
り
の
光
景
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
近
く
の
徳
川
邸
に
は

コ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
や
直
径
４
メ
ー
ト
ル

農
協
に
つ
い
て
は
、
生
産
物
の
販
売

や
生
産
者
の
利
用
度
が
非
常
に
高
く
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
各
種
目
別
專
門
農
協
、

イ
ギ
リ
ス
の
協
業
農
家
育
成
の
総
合
農

た
。
行
政
も
、
農
用
地
の
確
保
、
農
業

の
生
産
増
大
と
自
給
度
の
向
上
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

》

大
能
牧
場
跡
地
で

当
時
の
光
景
を

し
の
ぶ I一..

、

､

，－ザ

4

協
形
態
な
ど
農
家
と
の
結
び
つ
き
を
深
一

く
感
じ
ま
し
た
。

総
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
農
業
は
、

放
牧
地
と
耕
種
と
の
組
み
合
せ
で
あ
り

地
味
は
劣
る
様
で
あ
る
。

日
本
の
高
温
多
湿
で
、
肥
沃
な
土
地

を
先
進
的
な
経
営
を
も
っ
て
す
れ
ば
決

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
農
業
に
劣
る
も
の

で
は
な
い
と
思
わ
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
は
、
都
市
計
画

が
行
き
と
ど
き
ま
ち
づ
く
り
と
、
都
市

の
遺
産
に
は
、
目
を
染
は
る
も
の
が
あ

る
。
整
然
と
し
た
都
市
の
美
し
さ
、
環

境
保
全
、
文
化
遺
産
の
保
護
、
そ
し
て

公
園
の
多
い
の
が
目
に
つ
き
、
景
観
を

損
わ
ず
周
囲
に
調
和
の
と
れ
た
都
市
づ

く
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

老
夫
婦
の
公
園
で
見
か
け
る
姿
は
多

く
、
自
由
で
楽
し
く
幸
せ
な
生
活
を
感

じ
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

（
農
業
委
員
）
斎
藤
勝
美

で
し
た
。

野
草
や
烏
の
観
察
に
熱
中
し
た
り
清
洲

な
川
面
を
の
ぞ
い
て
は
小
魚
を
と
っ
た

り
、
東
に
大
平
洋
を
眺
望
し
、
西
方
に

緑
の
連
山
に
囲
ま
れ
た
雄
大
な
自
然
に

ひ
た
っ
た
り
、
楽
し
い
な
か
に
も
有
意

義
な
一
日
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
誰
で
も
自
由
に
参

加
で
き
る
こ
の
私
た
ち
の
会
に
参
加
し

て
象
て
は
い
か
が
で
す
か
。
お
ま
ち
し

て
お
り
ま
す
。

自
然
を
愛
す
る
友
の
会

山
口
万
寿
美

ト
ト
ー
ト
ー
ト
ト
卜

｛
！
I

I

I

烏
名
の
樫
村
清
（
鯉
歳
）
さ
ん
は
、

去
る
９
月
巧
日
箱
根
の
芦
ノ
湖
畔
で
行

な
わ
れ
た
第
８
回
国
際
高
齢
者
世
界
大

会
に
出
場
、
即
ヵ
国
２
，
９
５
６
名
が

参
加
樫
村
さ
ん
は
５
０
１
６
４
歳
年
齢

に
出
場
し
２
６
７
名
と
競
い
訓
位
に
入

り
み
ご
と
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

現
地
で
の
樫
村
さ
ん
（
左
）
▼

q9月21日市立東小学校に

おいて第26回県消防ポンプ

操法競技日立地区大会が行

なわれました。

○自動車ポンプの部

1位 ｜号I立市

2位十王町

3位高萩市

○小型ポンプの部
1位北茨城
2位高萩市

3位十王町

辮臘
吋.』韓雄
M感糊F

＃醗職

職冒翁.澱』議識
土､ E■H？』

:』樺趣 2
‐

溌驚灘
曙
侭
咄
印
刻
和
訳
凋
副

…§鍵蕊…

友部町県立リハビリテー

ションセンターにおいて第

4回県身体障害者技能競技

大会が開催され、小寺透さ

んが広告美術部門に優勝、

新井とし子さんが和文タイ

プ部門で第3位を獲得しま

した。 し

器溌識蕊識蒸鍵謹聴蕊職蕊誇鐸目蕊悪篝藻蕊議識蕊塞審議

▲9月23．24日の両日は下君

田大塚稗社の祭礼にあたり、

360余年の伝統をもつ「ささ

ら」の踊舞が行なわれました

笛たいこのはやしに合わせて

踊るこの郷土芸能が、いつま

でも高岡の里に聞かれること

を望みたいものです。

ｌ
ｌ
８
１
ｉ
ｌ
ｌ
ｇ
■
０
日
β
″
グ

カ
メ
ラ
・
ル
ポ

〃
Ｊ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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母
子
家
庭
の
う
ち
乳
幼
児
の
い
る
家

庭
（
義
務
教
育
終
了
後
の
こ
ど
も
や
母

以
外
の
成
人
の
い
る
家
庭
は
除
か
れ
ま

す
）
で
、
そ
の
母
が
病
気
の
と
き
、
日

常
生
活
に
支
障
が
あ
り
、
他
か
ら
介
護

。

“

一

三

一

阜

“

ロ

マ

ニ

テ

垂

心

・

△

圭

・

苧

“

・

・

二

一

Ｄ

ｂ

阜

一

二

一

・

ｑ

凸

二

一

・

』

・

阜

△

“

［

二

Ｆ

凸

。

▽

一

言

・

阜

三

一

“

・

ｑ

Ｇ

一

三

一

・

・

“

垂

’

一

・

“

△

△

二

三

・

・

二

二

・

・

．

三

Ｊ

・

△

”

三

・

ｐ

Ｆ

Ｂ

二

○
派
遣
を
受
け
る
家
庭
は

母
子
家
庭
の
母
が
病
気
の
と
き
介
護

人
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
母
子
家
庭
の
母
が
一

時
的
な
病
気
の
た
め
、
日
常
生
活
を
す

る
の
に
支
障
の
あ
る
家
庭
に
介
護
人
を

派
遣
し
て
、
無
料
で
乳
幼
児
の
日
常
生

活
の
世
話
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

母
が
病
気
の
母
子
家
庭
に

介
護
人
を
汲
這

介
護
人
の
派
遣
を
希
望
す
る
母
子
家

庭
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
福
祉
事
務
所
に
登
録
申
請
害
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
印
か
ん
持
参
の
う
え
窓

口
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

登
録
が
す
ん
で
い
ま
す
と
、
万
一
母

が
病
気
の
と
き
は
、
要
請
に
よ
り
介
護

人
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。

字
．
’
三
弓
・
・
生
Ｆ
・
巴
“
二
琴
▽
。
・
三
一
，
・
自
彊
画
再
△
△
‐
・
二
一
．
、
▽
一
寺
．
．
▽
三
写
・
・
壬
二
寺
・
・
写
、
皇
三
・
・
・
二
一
一
禧
苧
・
・
二
写
◇
◇
ロ
ー
華
・
・
．
△
三
一
・
‐
・
呈
豈
○
派
遣
対
象
の
家
庭
と
な
る
に
は

を
受
け
る
こ
と
の
困
難
な
家
庭
で
す
。

所
得
は
、
年
間
大
体
２
０
０
万
円
以

下
の
家
庭
で
す
。

笹
・
功

壱
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○
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が

老
人
居
室
整
備
に

資
金
を
貸
付

帥
才
以
上
の
方
と
同
居
す
る
た
め
に

お
と
し
よ
り
の
専
用
居
室
を
増
築
、
ま

た
は
、
改
築
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

の
貸
付
を
行
な
い
、
お
と
し
よ
り
と
家

族
と
の
好
ま
し
い
家
族
関
係
を
維
持
す

る
た
め
老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
制
度

が
あ
り
ま
す

Ｌ
市
内
に
居
住
し
、
親
族
で
あ
る
お

と
し
よ
り
と
同
居
す
る
者
で
、
お
と

し
よ
り
の
専
用
居
室
を
必
要
と
し
、

自
力
で
整
備
す
る
こ
と
が
困
難
な
者

で
あ
る
こ
と
。

２
自
分
所
有
の
住
宅
、
ま
た
は
、
直

系
尊
卑
族
、
ま
た
は
、
配
偶
者
が
所

有
し
、
か
つ
、
居
住
す
る
住
宅
で
あ

る
こ
と
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貸
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限
度
額
一
件
帥
万
円

４
償
還
期
限
加
年
以
内

＆
貸
付
予
定
期
間

卵
年
哩
月
か
ら
副
年
１
月
頃
希
望
者

は
、
市
福
祉
事
務
所
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
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嬬
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叩

Ⅲ
祐
茂
は
、
安
良
川
の
内
城
に
館
を
構
え

一
澁
艤
醜
唖
始
嘩
婚
雫
痔
酔
需
諏
他
評
鮭

川
の
敷
地
に
あ
り
、
そ
の
遺
構
も
残
っ
て

一
い
た
が
小
学
校
建
設
の
際
に
破
壊
さ
れ

脾
て
し
ま
っ
た
。
宇
佐
美
祐
茂
は
歴
史
上

一
壼
酷
詫
郵
塞
硴
恥
刈
江
湘
轤
轤
埜
韮
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冊
が
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源
頼
朝
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幕
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を
開
い
て
か
ら
は
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澤
極
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罎
唖
誰
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娠
誰
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鋤
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唾
酩
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岬
十
郎
・
五
郎
に
討
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と
ら
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た
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藤
祐
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共進会で55頭出品

第8回高萩肥育牛共進会が10月

1日･2日の2日間にわたって高萩巾

家畜市場において行なわれました

今回の出品頭数は55頭で審査の

結果、全体的にゑて、体積に富ん

だものがそろい、肥育技術の向上

がうかがわれ、年々、高萩牛の名

声が高まっております。

定
経
弐
祐
家
－
祐
親
ｌ
祐
・
道
〔
替
碓
卜
即
）

可
祐
成

一Ｆ
輝
締
）
引
禰
織
術
門
吋
一
Ｆ
岼
隷
恥
）

后
宇
佐
垂
：
郎
）

祐
茂

の
父
祐
道
と
も
身
近
な
皿
縁
で
結
ば
れ

て
い
る
。
建
久
四
年
五
月
二
十
八
日
の

激
し
い
雷
雨
の
夜
、
富
士
の
裾
野
の
幕

舎
に
斬
込
ん
だ
曽
我
兄
弟
は
、
工
藤
祐

経
を
討
ち
、
宿
直
の
武
士
と
斬
合
い
十

数
名
に
傷
を
負
わ
せ
た
が
、
十
郎
は
仁

田
忠
常
に
斬
ら
れ
、
五
郎
も
捕
え
ら
れ

て
処
刑
さ
れ
た
。
高
萩
の
地
頭
宇
佐
美

祐
茂
の
兄
が
殺
さ
れ
た
こ
の
事
件
は
、

高
萩
の
村
人
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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霧簿蕊蕊
現在の高萩小学校

や


